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質問
利用しているバージョンは？



現在サポートされているZabbix

バージョン リリース日 フルサポート終了 リミテッドサポート終了

Zabbix 8.0 LTS リリース予定: 2026 1Q

Zabbix 7.4 2025/7 8.0 LTS リリースまで 2026年7月以降予定

Zabbix 7.2 2024/12 2025/6 2025/12

Zabbix 7.0 LTS 2024/6 2027/6 2029/6

Zabbix 6.0 LTS 2022/2/15 2025/2 2027/2

Zabbix 5.0 LTS 2020/5/12 2023/5 2025/5

•フルサポート: すべてのレベルのバグフィックス。機能改善要望への対応。
•リミテッドサポート: 深刻度の高いバグの修正。セキュリティフィックス

※ 延長サポート除く。



隣の新しい画面を見る
欲しくなる



隣の新しいおもちゃを見る
欲しくなる



5.0(2020年)と 7.4(2025年)
時代による変化



AIに聞いてみましょう
2020年と2025年で、監
視に要求されることに違
いはありますか？

とても良い質問です。

以下に、主な違いを
「技術」「⽬的」
「運⽤」という3つの
観点から整理します。



AIに聞いてみましょう
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視に要求されることに違
いはありますか？

とても良い質問です。

以下に、主な違いを
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「運⽤」という3つの
観点から整理します。

項目 2020年頃 現在
監視対象 オンプレと仮想マシン コンテナ(k8s) 

クラウドサービス
SaaS

データ メトリクスとログ メトリクス
ログトレース

収集方式 Agentベース Agentレス
API
OpenTelemetry

技術面の違い



AIに聞いてみましょう
2020年と2025年で、監
視に要求されることに違
いはありますか？

とても良い質問です。

以下に、主な違いを
「技術」「⽬的」
「運⽤」という3つの
観点から整理します。

項目 2020年頃 現在

目的意識 障害を検知して復旧する 予兆を捉える

監視立場 IT運用の一部 可観測性
経営
開発
SRE

成功指標 MTTR(復旧時間)短縮 SLO/SLA
UX維持
コスト最適化

目的・価値観の違い

• SREのデータ基盤として必要
• SLOが守られている？
• 遅延の発生元は？
• なぜ信頼性が損なわれた？



AIに聞いてみましょう
2020年と2025年で、監
視に要求されることに違
いはありますか？

とても良い質問です。

以下に、主な違いを
「技術」「⽬的」
「運⽤」という3つの
観点から整理します。

運用面の違い
項目 2020年頃 現在
可視化 固定ダッシュボード 動的・目的別レ

ビュー

• 充実したダッシュボード
• 多彩なウィジェット
• ウィジェット間の連携
• 複数のダッシュボード作成



5.0 から 7.4
UIの進化を知る



Zabbix 5.0 LTSのダッシュボード



Zabbix 7.4 のダッシュボード



あまり違いは無い？
•シンプルな表示は 🙆
•グラフが中心 📈
•なにが「障害か」
•画面確認 → 管理者

•多彩なウィジェット
•メトリクスの相関、把握
•なぜ「障害か」
•画面確認 → OP、チーム



•ハニカム
•ゲージ
•上位ホスト
•アイテムの値
•地理マップ
など、32ウィジェット
•独自開発も可

多彩なウィジェット メトリクスの相関、把握

なぜ「障害か」 画面確認 → OP、チーム



•多彩なウィジェットを使用した相関 (Zabbix 5.0の場合)
例: ホストの「リソース使用率」一覧を表示

多彩なウィジェット メトリクスの相関、把握

なぜ「障害か」 画面確認 → OP、チーム



•多彩なウィジェットを使用した相関 (Zabbix 5.0の場合)
•ダイナミックアイテムでホストからアイテムを切り替え

多彩なウィジェット メトリクスの相関、把握

なぜ「障害か」 画面確認 → OP、チーム

グラフ グラフ

グラフ グラフ

グラフ

ダイナミックアイテム



•多彩なウィジェットを使用した相関 (Zabbix 7.0以上の場合)
• 動的、目的別のビュー

多彩なウィジェット メトリクスの相関、把握

なぜ「障害か」 画面確認 → OP、チーム

ハニカム → ホストの上書き



• 「何が障害か」から「なぜ障害か」
• これまでの依存関係や障害一覧画面
• タグで障害発生要因の集約
• 副次的な要因や抑止設定による根本障害原因を選択
• ダッシュボードで相関するウィジェットを作成
• Zabbixで増えた取得方法による多角的な問題点の判断

多彩なウィジェット メトリクスの相関、把握

なぜ「障害か」 画面確認 → OP、チーム



• クラウド監視やコンテナ監視
• 開発や運用を行うインフラエンジニア、各チームがそれぞれの画面を参照
• ページを切り替え、NOCが1つの画面を全員で共有
• 既存のウィジェットも、運用に効果的なウィジェットに改善

多彩なウィジェット メトリクスの相関、把握

なぜ「障害か」 画面確認 → OP、チーム



ウィジェットの特性と改善



グラフ
•グラフ(クラシック)

ü従来のグラフを表示
üテンプレート設定を流用可能
ü設定が簡単
ü他のウィジェットと連動

•グラフ
üベクター画像を表示
üワイルドカードで複数アイテム
表示が簡単

ü他のウィジェットとの
連動機能がなかった

グラフ(クラシック)

グラフ



Zabbix 7.4以降の グラフウィジェット
•「ホスト上書き」追加

üハニカムやホストナビゲータと連動
üダッシュボード専用の美しいグラフを動的に変更
ü8.0 LTSでも利用可能 (予定)



ホストを上書き
•ダッシュボードや他のウィジェットと連動

ü2つのグラフとグラフのプロトタイプ
üアイテムの値
üアイテムのヒストリ
üアイテムカード
üゲージ



スパークラインチャート
•過去の履歴情報を簡易的に表示
• アイテムの値
• 上位アイテム

•簡易的な過去情報から状況全体をダッシュボード表示



アップグレードで期待できるUI
•「静」から「動」

•個人 「+ チーム」

•多彩なメトリクス
• 収集量→多彩な表示

•直感で操作



ホストの初期設定も直感的に



Zabbix 7.4 ホストウィザード
•監視対象を登録するナビゲーション
•従来のホスト作成機能も利用可
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Zabbix 7.4 ホストウィザード



Zabbix 7.4 ホストウィザード フロー例

ホストウィザード データ収集方法

ホスト名
ホストグループ

テンプレート選択

Linux by Zabbix Agent

ホストの作成と選択

ホスト名: Ubuntu(新規)
ホストグループ: Linux servers

インストール

サーバーIP
暗号化設定
監視対象のOS
スクリプト生成

IP: 192.168.0.xxx
暗号鍵作成: 15645aa538d…
OS: Linux
スクリプト: $(command –v …)



Zabbix 7.4 ホストウィザード フロー例
•生成されるエージェントインストール用のスクリプト
• 出力されたスクリプトを監視対象の機器で実行

•ガイドに従いホストの登録と監視が完了

$(command -v curl || echo $(command -v wget) -O -) https://cdn.zabbix.com/scripts/7.4/install-
zabbix.sh | bash -s -- -- server-host ʻ192.168.0.xxx' --hostname 'Ubuntu' --psk-identity 'Ubuntu 
PSK' --psk 15645aa538df5799ef6975c7a89e68e0cb8d84ebf37c5f5e6849255b4231519a
--2025-10-15 13:45:37-- https://cdn.zabbix.com/scripts/7.4/install-zabbix.sh
...



補足: ホストウィザードのお気に入り部分
•エージェントインストール用のスクリプトは単体で利用可能
※2025/11/7現在: Zabbix 7.4用しかありません

https://cdn.zabbix.com/scripts/7.4/



補足: ホストウィザードのお気に入り部分
•エージェントインストール用のスクリプトは単体で利用可能
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まとめ

時代によって提供されるサービスが変われば、監視に要求されるものも
変化します。

監視ツールも、これまでの機能を踏襲しつつ新しい機能を実装し続ける
ことが必要です。つまり、提供し続けられるソフトウェア。




